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執務スペースでは、対人距離を保てるデスクレイアウトや着席ルール、
飛沫を防ぐための仕切り等の工夫がされている

オフィスの運用回復のためには、密閉・密集・密接を避けるガイドライン策定や運用ルール設定が重要です

• ヒント① 前後左右に人がいない市松模様に着席
• ヒント② 通路の進行方向を一方通行
• ヒント③ 会議室や共用スペースを執務スペースに転用
• ヒント④ フリーアドレスの場合、可能な限り終日同じ場所で執務する運用

空空

空 空

約2.0m

約2.0m

約2.0m

デスク幅想定
W1200mm

通路幅
約2.0m

空

空

空

空

空

空

通路幅
約1.8m

空

空

空

進行方向
一方通行

デスク幅想定
W1200mm

通路幅
約2.0m

進行方向
一方通行

前方を遮る →

前方を遮る↑

【01】

対人距離を確保した着席ルール 飛沫拡散防止パネル

デスクのから高さ600～700mmのパネルで遮蔽

フロントパネルは配線カバーが
開閉可能なブリッジタイプがおすすめ

透明アクリルで三方を囲い、
オフィスの解放感を保ちます

デスクに広げて置くだけ集中空間に・・・
飛沫拡散防止に配慮した場所を選ばないパネルブース

フォーカスパネル
W1000タイプ／W800タイプ

軽量なので
簡単に動かすことができて
折りたたむと保管に便利

折りたたみ例

周囲の視線をしっかりガードしつつ、
肘周りは側面パネルが
邪魔にならない形状
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置くだけで飛沫拡散防止


